
対話型アセスメント
ＤＬＡ活用の向上
（実施数１０２件）

外国人児童生徒等の受入体制を整え、日本語の一層の充実を
図り、将来の進路を見据えた学習支援の充実とその保護者支
援の充実

高校進学率の保持
（9２．９％）

【現状】

・外国人（外国に
つながりのある）
児童生徒の増加
・多言語化傾向
・散在化の傾向
・直接編入の増加

【課題】

・指導内容や指導
方法の整備

・教員の力量向上

・学校日本語指導
員（支援員）の
効果的な配置及
び力量向上

・進路指導の充実

不就学率の低下
（0.１３％）

※日本の学校に在籍していない外国
人児童生徒のうち、不就学の状況に
ある者の割合

特別の教育課程に
よる個別の指導目
標達成
（小85％、中90％）

外
国
人
児
童
生
徒
等
へ
の
指
導
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実

外国人児童生徒
等ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰの機
能の充実

○他機関（大学・ＮＰＯ等）との連携の充実
○授業研究の実施、研修会の開催、個別相談等による教員の力量向上
○「特別の教育課程」による個別指導計画作成についての助言・支援
○対話型アセスメントＤＬＡの実施についての助言・支援
○教材・教具等の作成や活用についての支援、情報提供
○日本語初期指導教室の体制整備（ICT活用による効果的な指導）
○学校日本語指導員の適正な配置、支援内容の充実
○児童生徒及び保護者への支援の充実
（教育説明会・交流会の開催、通訳、翻訳文書作成）

〇ユニバーサルデザインの授業や二言語読書プログラム等を活用したブロ
ック校での実践・検証（ユニットアシスト制）

○進路相談・支援の充実（不就学・進路）

連絡協議会委員
会の活動の充実
（サポート体制）

オンライン通
訳、タブレッ
ト活用の充実
（ICTの活用）

学校日本語指
導員の活動の
充実

外国人児童生徒等
ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ活用向上
（翻訳83件・通訳
1540件・相談680件）

R７の実績

別添 令和７年度帰国・外国人児童生徒等教育の推進支援事業
（Ⅰ 帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業） 成果イメージ資料（豊田市）
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